
2023 年 10 月 2日 

 

第三内科に通院中の患者さんへ（臨床研究に関する情報） 

 

当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、通常の診療で得られた過

去の記録をまとめることによって行います。このような研究は、厚生労働省の「臨床研究

に関する倫理指針」の規定により、対象となる患者さんのお一人ずつから直接同意を得る

のではなく、研究内容の情報を公開することが必要とされております。この研究に関する

お問い合わせなどがありましたら、以下の「問い合わせ先」へご照会ください。 

 

[研究課題名] 肝がんの治療データベースの構築と治療法の検討 

[研究機関] 富山大学附属病院第三内科 

[研究責任者] 富山大学附属病院 第三内科 准教授 田尻和人 

[研究の目的] 

肝がんの診療はガイドラインに準じて行っていますが、個々の症例においてや実際の臨床

では、ガイドライン通りに行えないことも多く、その場合の有効性などは不確かとなるた

め、治療効果についての検証が必要となります。そこで、肝がんに対して実際に行われた

治療とその成績を検討し、実臨床における治療法の有効性を検討し、治療が有効であるこ

とに寄与する因子を解析します。その結果をもとに、より有効な治療法の開発や安全な治

療の施行につなげたいと考えています。 

[研究の方法]  

●対象となる患者さん 

肝がんの患者さんで、2008 年 1 月１日から 2028 年 12 月 31 日の間に肝がんの治療を

受けた方 

●利用するカルテ情報 

患者背景（年齢、性別、身長、体重、病理診断、肝炎ウイルス、治療歴、病期分類、PS、アレルギーの

有無、合併症の有無、自他覚症状） 

臨床検査値 

  血算：WBC, 好中球, RBC, Hb, PLT 

  生化学：T-Bil, AST, ALT, ALP,γ-GTP, Alb, BUN, Cre, Na, K, Cl,アミラーゼ,Glu 

  血液凝固：PT 

 腫瘍マーカー：AFP, PIVKA II 

腫瘍進行度 エコー、CT、MRI などの画像データ 

診療内容：選択された治療法、使用薬剤と量 

有効性評価項目： 生存期間、無増悪期間、治療効果、奏効割合  



安全性評価項目：有害事象の種類、発現頻度及びその重症度 

[研究期間]  

2013 年 5月 28 日から 2028 年 12 月 31 日まで 

 [個人情報の取り扱い]  

利用する情報からは、お名前、住所など、患者さんを直接同定できる個人情報は削除し

ます。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さんを特定で

きる個人情報は利用しません。 

[問い合わせ先] 

富山市杉谷 2630  

富山大学附属病院第三内科   担当医師 田尻 和人 

電話 076-434-7301 FAX 076-434-5027     

 


